
第 号
2025.8月発行

第２回・第３回の改築等検討懇談会を開催しました。
今後、検討の状況について皆様にご意見を伺うオープンハウスを開催いたします。

西宮中学校と（仮称）コミュニティふらっと宮前との複合的な整備に向けて、第2回懇談会（6月20日）で

は、改築基本方針のたたき台について意見交換を行い、第3回懇談会（7月11日）では、講演会、施設見学を

通じて先行事例を学びました。今後、8月には改築基本方針等の検討状況について、オープンハウス形式の説

明会を開催し皆様にご意見を伺っていく予定です。

【開催日時】2025年8月17日㈰午後2時～午後4時
2025年8月18日㈪午後6時～午後8時

【開催場所】西宮中学校1F会議室
【その他】申込不要／入退場自由

車での来場不可

新たな校舎などの設計に向けた現段階
の考え方についてパネル展示を行い、
オープンハウス形式の説明会を実施
いたします。

オープンハウス開催のお知らせ

学校運営と施設運営の
住み分けは？

●講演会●
学校の複合化施設先行事例である「横浜市立東山田中学校コミュニティハウス

（集会施設）」の運営理念や活動内容の事例紹介を通じて、学校と地域の活動が
共存し、相乗効果が生まれる仕組みなどについて今後の整備や運用のヒントとな
る貴重なお話を拝聴しました。委員からは、「実践を通した講師のお話が分かり
やすく今後の展望が持てた。」「地域とともにある学校の具体的な例を知ること
ができた。西宮中にどう生かしていけるか、ソフト面についても検討の重要性が
あると感じた。」などご意見をいただきました。

●コミュニティふらっと、先行改築校を見学●
コミュニティふらっとでは運営事業者から小・中・高校生の居場所づくり事業に

ついて説明を受け、小学校ではマンホールトイレや防災倉庫、アリーナ（体育館）、
ラーニングセンター（図書室）など新しい設備を見学しました。

▲コミュニティふらっと本天沼 ▲富士見丘小学校（R5年度改築校）アリーナ・ラーニングセンター

学校と地域の協働は
どう生まれるか

▼講演の様子

【講演名】「学校施設におけるコミュニティスペースの可能性について」
【講 師】特定非営利活動法人まちと学校のみらい代表理事 竹原和泉 氏
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➡「学校の改築・改修、新しい学校づくり」 ➡ 「西宮中学校の改築」
懇談会の資料や会議録等は、杉並区教育委員会ホームページに掲載しています。

ご意見・ご質問がございましたら下記担当までお問い合わせください。

最新詳細情報はこちらから

第2回懇談会では、西宮中学校と（仮称）コミュニティふらっと宮前の整備に関する基本設計に向けて、どのような

学校や集会施設にしていくのかを整理する改築基本方針のたたき台について、委員の皆様と意見交換を行いました。

以下が意見交換後の現段階での素案となっており、今後も懇談会やオープンハウスにて皆さまからご意見をいただき

ながら基本方針を定めてまいります。
改築基本方針（素案）

目標Ⅱ 生徒の生活環境に配慮し、
学業と放課後の活動を支える西宮
中学校の特色を備えた学校づくり

目標Ⅲ 生徒数の変化や教育課題に柔
軟に対応し、将来にわたって使い続け
られる学校づくり

目標Ⅰ 多様な学びと質の高い環境で、
全ての生徒が共に過ごし、主体的で深
い学びを追求する学校づくり

目標Ⅵ 環境に配慮し、周辺環境と調
和した学校づくり

目標Ⅶ 学びのプラットフォームとし
て、多様な学びのニーズに応えられる
施設・設備を備え、区民の学びや交流
の場としての活用が進む施設づくり

目標Ⅷ 中学校敷地内への集会施設整
備を踏まえた、多世代が集い、くつろ
ぎ、身近な地域のコミュニティ形成に
つながる施設づくり

目標Ⅳ 教職員や支援者が活動しやす
く、交流に配慮した施設を備えた学校
づくり

目標Ⅴ 地域の意見を踏まえた、安全
で快適な地域の拠点として機能する学
校づくり

【ビジョン１】
自主・自律、文武
両道の校風を支え、
将来を見据えた多
様な教育活動に対
応し、幅広い主体
の協働が達成でき
る学校づくり

【ビジョン２】
地域と環境に寄り添い、
安全・快適で調和のと
れた拠点づくり

【ビジョン３】
地域のコミュニティ
の中心として、世代
を超えた多様な区民
が出会い、学びや交
流が広がる、学校と
集会施設との複合的
施設

取組Ｉ授業準備や授業、生徒指導がしやすく、教職員の働きやすさに配慮した施設計画

取組Ｊ ＰＴＡや学校支援本部をはじめ、学校運営や教育を支える支援者の活動に配慮し
た施設計画

取組K 建物の安全性・耐震性を重視した施設整備

取組L 震災救援所の運営や、地域や生徒が参加する防災訓練等を円滑に行うことができる施設の整備

取組M 災害時に地域住民を受け入れるための避難スペースや防災井戸、マンホールトイ
レ、防災倉庫等を敷地内に設け、地域防災拠点としての機能の整備

取組N 落ち着いた住宅街にある公共施設としてふさわしい、周辺の住環境とも調和した
施設計画

取組O 環境負荷を低減する設計とエネルギー効率の良い設備の導入を進め、地域社会に
調和した持続可能な学校運営を実現できる施設計画

取組P 子どもたちの学びと区民の多様な学びが共存し、相乗効果が生まれるような施設
計画

取組Q 子どもから高齢者までの多様な利用者を想定し、区民の学びや交流の場としても活用できる施設計画

取組Ｒ 中学校とコミュニティふらっとが連携し、交流しやすい運営を踏まえた施設計画

取組Ｓ 中学生の放課後等の利用も想定した施設計画

取組Ｔ ゆうゆう大宮前館の機能を継承する観点から、高齢者に配慮した施設計画

取組Ｕ 生徒のプライバシーや安全に配慮した施設計画

＜ビジョン＞ ＜目標＞ ＜取組＞
取組Ａ 少人数や個別学習、学年単位など多様な学習形態に対応できるスペースの確保
と自主学習など学習環境を生徒が自己選択できる施設計画

取組Ｂ ユニバーサルデザインを取り入れ、全ての生徒が安心・安全で快適な環境で学
習活動に取り組める施設計画

取組C 学校図書館と校内情報ネットワークを中心としたラーニングセンター機能を充
実させ、学習を深化させる「学びの場」の整備

取組Ⅾ 西宮中学校の活発な学校行事や部活動、授業等の教育活動を行うことができる
体育館や校庭スペース等の確保と適切な素材を使用したグラウンドの整備

取組Ｅ 生徒と教職員が互いにコミュニケーションを日常的に円滑にとれるようなス
ペースの確保と環境の整備

取組Ｆ 転用のしやすさ等も考慮に入れ、将来生徒数が減少した際も時代のニーズに合わ
せて活用できる施設計画

取組Ｇ 生徒数増加にも対応可能な、多目的室等の配置計画の整備

取組Ｈ 誰もが使いやすい施設となる、簡素で効率的な施設設計と維持管理コストの削減
を目指した施設計画

●改築基本方針について●
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